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	応用
	抗原情報
	背景
	アミロイドβ前駆体タンパク質結合ファミリーBメンバー2（APBB2）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、アミロイドβ（A4）前駆体タンパク質およびアミロイドβ（A4）前駆体様タンパク質2の細胞質ドメインと相互作用する。このタンパク質は、シグナル伝達に機能すると考えられる2つのリン酸化チロシン結合（PTB）ドメインを含む。この遺伝子の多型はアルツハイマー病と関連付けられている。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じる。[RefSeq提供、2009年10月],機能：アミロイドβ前駆体タンパク質の細胞内移行を調節する可能性がある。,類似性：WWドメインを1つ含む。,類似性：PIDドメインを2つ含む。,サブユニット：アミロイドβ前駆体タンパク質の細胞内ドメインに結合する。,
	研究分野
	-
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	APBB2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	APBB2抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	APBB2 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

